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感光材料の感度増加

　世の中はスピード時代である㌧月の世界へ旅行するこ

とさえ空想ではなくなってしまったし航空機の速度はと

っくに音速を越えてしまった・こういう時代であるから

写真の感度も大きくなった・昭和の初年には写真乾板の

感度はH＆D（ハーター，ドリフィールド）という名称

で呼ばれていた．H＆D300というのが当時の高感度

乾板の感度であった．いまのASAでいえば3ぐらいで

あろうか・それから30年，感度は大体100倍になった．

ついでながら，われわれがいま普通に用いるASAは

American　Standard　Associationの略号でDINがDeu。

tsche　Industrie　Normenの略号であるのに似ている．　SS

級またはXX級というのがASA　100であって，　SSS級

またはTriX級がASA　200である．最近までIlfordの

HPSというのがASA　360ぐらいで一番高感度という

ことになっていたが，一昨年からEastman　Kodakが

Royal　Panchromaticというのを売り出し，実にASA　600

という．増感現像法を施せば1000にも使えるという話

だ．これぐらいの高感度になると，夜電灯光下でフラッ

シュも使わないで1／50ぐらいのシヤッタが切れるので，

昼問屋外では絞りを極度に絞って1／500秒でも多すぎ

る露光を与えるから全く不便な話だ・そこで光量を減殺

するために中庸灰色フィルタを付して撮影することにな

ろう．しかしこういう高感度のフィルムは粒子が細かい

というわけにはゆかないので勢い粒子が細かくて感度は

ASA　50くらいのものと，夜間用の高感度のものと二つ

に分れる・Eastman　KodakはXXの販売を中止して

PlusXとTrixの二本立にした．

　カラーフィルムも事情は同じであって，透明陽画にな

る反転ポジフィルムの感度はASA　12°くらいが普通で

あったのに，最近カラーネガフィルムになるとともに感

度は増加し，さくらカラーおよびフジカラ・一・’ともにASA

40になって大変使いやすくなった．Super　Anscochrome

は昼光に対してはASA　100というから，全くモノクロ

ームと差が無くなった．増感現像によってはASA　200

にもなるという・

カラーフィルムの増加

テレビジョンの普及は日本および世界における映画フ

ィルムの消費を頭打ちにさせたということである・日本

における自動車の普及も従来カメラに小遣銭を投じてい

た階級の1部をとらえて映画のみならず一般写真の消費

にも影響するであろう・しかしカラーフィルムおよびカ

ラー一印画はぐんぐん伸びている・ことにカラー印画は種

類が豊富になり，従来からあるオリエンタルカラーのほ

かにフジカラー，さくらカラーが売り出されている・コ

ダックにおいても，アンスコにてもプリントンという名

で乳白色の，多分トリアセテートベースの上に乳剤を塗

ったものを売り出している．ヨーロッパではアグファカ

ラー，ゲバカラー　フェラニアカラー，などがカラーネ

ガとカラ・一印画を出している・フランスのボーシェは1カ

ラー印画のみを市販している・欲をいえばもう少し安

く，もう少し色彩がよくなると申分が無い・

　カラー印画の増加に伴いプリンタにも各種あり，

Color　analyserというのはカラーネガを反転してポジと

してブラウン管に写し出すもので三？のダイアルを回し

てブラゥシ管上の色を調節した後，カラ弓ポジに焼き付

けると正しい色再現を得る仕組である・　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
　テレビジョンがカテrになればカラrフィルムの使用

は一層増加するであろう．8ミリフ’ с笈ﾈの流行もカラ

ーフィルムの消費を増す一因となる．一方先に述べたテ

レビジョンにょる映画の退勢を挽回するために映画は長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　

い幅7・pamにな礪崩・ある・－　1
　カラーフィルムの現在ある欠陥は自家現像ができない

ことであ為・この点現像薬キヅトが売り出されている
　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ektachrotheが営業家に重宝がられるゆえんである．
　　　　　　　　　ここ厩瀬ゆ髄の進歩に？1・娼言すると・フ
　　　　Lラッシュランプにジルコニウム箔を入れることによっ

て洞けきさのバ｛レブで胱度鰭しく1増すことにな

った・また映画フィルムの映写光源にクセノン放軍灯を

用いて，キロワット当りの光度を増すご1！lrb：できる・

　　　　　　　　：事糊顎磯展｝

　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　
　事務用写真は複写を含めて非常に多く用いられるよう
　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　1
になった・1数年前までは市役所の戸籍謄本は年老いた吏

員縄乳てい燃いまでは次第噸廓なつてい
　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　ト

喬種々車要書類P記録に同大の写真または縮小写真を

用いるこe・が多い1証券業者の有価証券漸聞の保存な

ど前者は焼失を免れるため，後者は彪大な場所をふさぐ

のを趨るため唯宝である・縮蝿酬マイク・フ・

ルム，マイクロカードなどで行なわれる・図書館の蔵書の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釜
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1部をマイクロフィルムで保存するのは，近代図書館の

傾向である・マイクロフィルムを利用するには解像力の

よい乳剤とレンズことに明るく解像力のよい歪の少ない

レンズをもっReaderが必要である．

　事務用または研究用複写の使用は非常に多くなった

が，その方式にも多種多様のものがある・いまその種類

を列挙してみると第1表のごとくである・

ウムに溶かされ，ポジチイブの方に拡散してそこで現像

液により還元される・これら還元銀はあらかじめポジチ

イブに入れてあるコロイド銀，コロイド硫黄などを核と

して沈積する・反応の第1はつぎの式のように定着の反

応の第1段階と同じである．

2AgCt＋2Na25203－　Ag2S2　03・Na2SzO3＋2NaCl （1）

迅速写真の問題
　最近テレビジョン用写真，ニュース映画など迅速に写

真を処理する必要性が増してきた．これに応じ

るものとして

　1・拡散転写法　Diffusion　transfer

　2・電子写真法　Electrophotography

などがある．前者はポーラロイド・ランドカメ

ラにはじまるものであって，第1図にその模様

　このチオ硫酸銀ナトリウム複塩がハイドロキノンで還

元される・

Ag、S、。、．Na、S、。3＋2み晦Cレ2A誹26・2Na、S、・3

　　　　　　　　　　　　0H　　　　　　　　　　O

十CO2＋H20

を示す・撮影を終ったネガチイブをちようどフィルムパ

ックを引くように引くと，ポジチイブ用の紙が一緒に重

なって進みその間に半湿性の現像液が付き，第2図のよ

うにネガにおける未現像のハロゲン銀がチオ硫酸ナトリ

機械1
第1表各種の複写の方式

方　式　1迅速性陣格

（2）

　こうして現像された画像はポジチイブであり，大体1

分位で半乾きの印画を得るから，これをただちにテレビ

ジョンに使うことができる・本法は迅速であって複写な

どにも適するが，画像の色が真黒になりにくいこと，中

間調がやや不満足なこと，一度の撮影で1枚のポジチイ

ブしか得られないなどの欠点がある・

図書館複写機

Recordak

　　　複写機

35ミリ写真機

Electrocopiste

　　　　　式

拡散転写方式

電子写真方法

印画紙に直接焼き付ける．
現像されて出てくる．鏡
により左右を反対にす
る．白黒が逆．

35ミリ写真機にて撮影す
る．現像によりネガを得
るから，これを引き伸ば
してポジにする．

これは最も普通の方法．

実験室などに便．現像し

てネガを得る．

特殊の印画紙と本の目的
頁を合わせて印画紙の裏
から光を当てる．現像に

よってネガができるか
1ら，そのネガともう1枚
の印画紙を重ね合わして

ネガの背面から光をあ
て，現像してポジを得る．

特殊な印画紙に焼き付け，

その印画紙をいま1枚の

印画紙と重ねて特殊な現

像液に浸漬すると最初に

潜像のない所のハロゲン

銀が反対の紙に移って現

豫される．現像後1分位

で迅速乾燥する．

半導体の上に静電荷を与

え，反対荷電の粉末によ

り現像する．すぐポジが

できる．
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第3図　ゼログラフィー

　後者の電子写真法については本誌10巻11～12号に

野崎弘・坂田俊文両氏が詳説しているからそれに譲っ

て，ここには簡単に述ぺることにする・これを大別して

XerographyとEl㏄trofaxとする・前者は第3図のよう

に半導体のアルミニウム板の上に蒸着した無定形セレニ

ウム（暗抵抗1013～1015Ω一cm）の表面に静電荷（たとえ
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ばマイナス）を与えたものを感光板としてその上に撮影

印像する・光の当たった箇所は抵抗が101°一》1013n－cm

位に下がり荷電がアルミニウムの方に逃れるが光の当た

らぬ所には電荷が残っている・そこでキャリア（ガラス

の粒）とトーナ（細かいインクの粉）を摩擦して反対荷

電（プラスを持った粉末）をセレニウムの上に散布する

と，光が当たらぬ所へ固着するからポジ画像を得る・こ

の上に紙を置いてその紙の上から反対荷電をかけると，

インク粉末は紙の上に転写される・これを加熱または溶

媒の中につけてセットし剥げないようにすると陽画がで

き上るのである・後者は酸化亜鉛粉末をバインダと適当

に混ぜて紙に塗布し，これに帯電せしめ感光性を賦与す

ることはゼログラフィと同じであるが，ローズベンガル

などの有機化合物により増感することができる．

　電子写真は迅速でまた全然水溶液を用いないしゼログ

ラフィーにおいては感光板を自製し，転写の紙は何でも

よいから簡単で便利であるが，中間調が出にくい，など

の欠点がある・卜一ナを3色の樹脂に選べばカラー印画

も得られるなど将来の発展性が予想される・

　迅速現像の方法としてバナジウム現像法については本

誌6巻11号279ページに筆者が解説している．通常の現

像液はメトール・ハイドロキノンの如く有機芳香族化合

物であるが，これらはアルカリ性において活性を有する

ものである・これに対し二価鉄塩のような還元剤は現像

薬として昔から用いられていたが，二価のバナジウムイ

オンが迅速の現像液として注目された・写真の感光主体

であるハロゲン銀は表面に臭素イオンを吸着し，負に帯

電しているので活性状態で負に帯電している有機物イオ

ンは同符号荷電の反発により現像開始までに時間がかか

るが，還元性イオンが正荷電であるバナジウムイオンは

迅速な現像を行なうことができ15秒ぐらいで完了する．

本法がまだ完全に実用化していないのはメトール・ハイ

ドロキノン現像で迅速現像を行ないうるからである．

　迅速写真には迅速定着も必要である．チオ硫酸アンモ

ニウムを主体とする迅速定着液は次第に使用せられるよ

うになってきた．チオ硫酸アンモニウムはチオ硫酸ナト

リウムに比して三分の一程度の時間で定着が完了する

が，水素イオン濃度の管理などをよく行なわないとフェ

ロタイプをかけた後に黄色く着色したりするうれいがあ

る・迅速定着については筆者等の詳しい報告にゆずる．

新しい感光物質

　ハロゲン銀は約100年にわたり感光性物質の王座を占

めていたが，最近これ以外の物質が現われて，ある程度

有望になってきた．いまそれらを列挙すると，セレニウム

・酸化亜鉛などの光電導性物質，ジアゾ化合物，感光性

樹脂などで前二者については，電子写真の項で述べた．

感光性樹脂の中で一番特許その他にあらわれたものは，
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PVAの桂皮酸エステルでつぎのような構造をもつもの

である．

一CH2－CH－CH2－CH－

　　　1　6H
　　　O－CO・CH－CH〈）

　これらの樹脂に光が当たると重合して溶剤に溶けなく

なることを利用して写真製版などに利用するものであ

る．またこれにニトロベンゼン，P一ジニトロベンゼン，か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1Fリニトロアニリンなどを加えて増感性を賦与する・現

像液として用いられる溶剤はエーテル，ベンゼン，シンク

ロヘキサンなどである・またPVCを主体とするものに

Al20，を加え，これに光が当たるとブリe－一・・デルクラフト

反応により着色ポリエン類になることを利用するものが

ある．　　　　　　　　　　　　　、

　ジアゾ化合物は，すでに古くから青写真の代用として

用いられていたのでこと新しくのべる必要はない．

他の物で置き換えられる写真の分野

　このように写真は日新月歩で新しい分野を開拓してい

るけれども，また一方で他の物により置き換えられてい

る分野も多いのである・分光化学の領域では昔は分光写

真を用いていたが，いまでは光電子倍増管を用いてペン

記録方式に置き換えられつつある．ポーラログラフも同

じで，はじめはブロマイド紙に写真的な記録をとってい

たのにいまではペン記録に変ってしまった．

　テレビジョンの写真はポジフィルムを用いていたが，

これもビデオテープに変わりつつある・このように電子

的，または磁気的のものが光化学的のものに代わりつつ

ある趨勢1にある．　　　　　　　　　　　　　（1959．8．6）
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